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アジア女性労働者フェスカ バ /1
がその展望を語 りま した (イ ン ドの発言は 5面に)。

*

夜のレセプションでは、C AW25周年史のバン
フレット、2003年のカレンダー、そしてグローバ

ル化に抵抗する各国の女性労働者のたたかいを記

録したビデオが紹介されました。さまざまな時代

にCAWに 関わつた女性たちが一堂に会し、さら
に広範な地域から若い仲間を迎えて、女性たちの

たたかいが脈々と受け継がれ、発展してきたこと

を実感できる会でした.
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アジア 16カ国から 100名 を越える参加者
CAW(ア ジア女性労働者委員会)は昨年 H月 9
[1～ 10H、 タイの首都バンコクで、創立 25周年
を祝うセ ミナーと女性労働者フェスティバルを開

催しました。これにはCAWの ネットワークグル
ープに加え、ベ トナム、中IFI、 カンボジアから、

さらにアジア 8カ 国から女性労働者の問題をテー

マに演劇や計楽活動をしているグループが招かれ、

アジア 16カ 国から100名 を越える参加者が集まり

ました(10Hは タイの労40J者が約 600名 参加 )。
1日 日のセ ミナーは、“女性労働者のたたかい"

を共通のテーマに、シンポジウム形式により二部

構成で行われました。第 1部は「過去数十年の女性

労働者のたたかいを振 り返る」Эスピーカーは、c
AW代表に続き、フィリピン、インド、そして、
CAW創 立者の一人として塩沢美代子さん (ア ジ
ア女子労働者交流センター元所長)が発言 しまし

た。塩沢さんがアジアの女性労働問題に取組み始

めた当時、女性労働力を主要な担い手として開発

政策を進めていたアジア各lJは、独裁政権や軍事

政権の下で、厳しい労働者弾圧を行っていました。

想像を絶する困難な中で、アジア地域のキリス ト

教 |ヽJ体の援助の ド、塩沢さんが中心となり、 1977

年フィリピンのマニラで、はじめてのアジア女性

労働者集会を開きました。それが 1981年のCAW
設立の出発点となつたものです。

第 2部は「働く権利、生きる権利を求めてさらな

る前進を」。厳しい歴史を踏まえ、今また、グロー

バル化の波に直面している私たちが、今後どうチ

ャレンジしていくか。香港、タイ、インドの代表

日本のパー ト労働の実態を寸劇で紹介

2日 日、ウィメンズ。フェスティバルの会場は、

緑豊かな広い公園の一角にある野外音楽堂でした。

すでに華やかな舞台装置が作られ、アジア各国か

ら招待されたグループが出番を待つ中、横断幕や

プラカー ドを掲げたタイの若い労働者が続々と集

まつてきました。

祭 りはタイの女性グループの歌から始まりまし

た。おもちゃ「
_場の火災に対するたたかいの中か

ら生れたこのグループの歌は、やがて会場を巻き

込む大合唱になりました。日本から参加 したフォ

ーラム・シアターの 5人は、グローバル化の中の

日本のパー ト労働の現状をわかりやすく表現し、

大きな喝采を浴びました。新たなチャレンジヘの

強い意志と力がみなぎる祭りでした。 (広木道子)



女性たちは何‖t紀にもわたり、賃金労働者とし

て、また不払い労働者として、いつでも社会と経

済の中心にいました。女性はつねに働いていまし

たし、今でも女性たちは、世界の食糧の 80%を生
産していると言われています。1世紀以上前、工
業化が始まったとき、女性は経済の重要な部分を

事Lっていました。 しかし 1960年代以降、輸出指
向型
「
業化のもとで、女性たちはアジアを含む全

陛界で、経済発展への主たる貢献者となりました。

この 40年間に、アジアの農村の奥地から出て
きた少女たちは成熟し、責任ある人人の女性に変

わつてきました。女性たちは度々、労働の成果に

対する正 1`な分け前を否定されてきました。女性

たちは労働権も人権も否定されてきました.女性
たちは公 lにな賃金を否定され、不安定な H々 の暮

らし、収入、そして明日生きられるかどうかとい

う不安の中で生きなければなりませんでした。

女性たちは賃金労働者の 45%を占め、さらに、
非常に人事なことでありながら無償の労働とされ

ている出産、育児、料理、掃除、そして家庭の運

営などの仕事の 95%をやつています。しかし女性
は、世界の貧困者の 70%を 占めています。アジア
のいくつかの国々では、女性や少女たちは教育を

受ける権利さえありませんでした。 L界の非識字
人||の 3分の 2は女性なのです。

東アジアの中高年女性は、厳しい雇サll差別を経

験してきましたЭ

東南アジアの女性労働者たちは、社会保障の欠

如と人員整理による失業に立ち向かってきましたc

南アジアでは、″Hiはゆりかごから菓場まで差

別に苫しんできました。少年たちはたとえ素質が

なくても1有い教育を受けることを奨励されている

のに対し、少女たちは、教育や訓練を受けること

ができませんでしたcイ ンドでは少女や :女性たち
は、男性や少年が食べている栄養のある食べ物を

とることさえ否定されました。

この 5年間に、解雇や失業が増えました。 ド請
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化が女性労働者をフォーマル経済の外に追いやり

ました。こうして女性たi)は、アジア全体でフォ
ーマル経済からインフ /「―マル経済にますます押

し出されていきました,女性労イ動者のリーダーや
労働剰[合員が、不公 |`えな扱いを受けたり角乍雇され

たりして糸ll織がイ皮壊されています。女性たちは、

経済的な困難や貧困の増人のために、家族からの

lt力や暴力や健康の悪化に苦しんでいます。アジ

アのある国々では、軍事化が進み、そのことが女

性に対する組織的な暴力の行使につながっていま

す。たとえばビルマでは、軍事費の増大が、健康

や教育など基本的な4L活に関わる予算の削減をも

たらしています。

CAWと そのネットワークグループは、雇用と仕
事の安定、インフォーマル経済に対する法的保護、

社会保障、そして苦しみや犠牲をともなわずに生

活する権利を要求しています。

女性労働者は、集目的にあるいは個人的に、自

らの権利のために、断円として立ち 11がっていま

す。私たちがアジア各地から集まり、女性労働者

グループの文化的な表現力を発揮して交流し、と

もに祝うことは、まさにその精神と楽天 キ1義の表

れなのです.

アジアの女艦ガ働者のたたかいた夕慮を可

CAWネットワークグルプ全体会開催

“変化"の状況を把握しよう !

CAWは 、25周年記念プログラムに先、アち、11
月 6日 から8日 、CAWネ ットワークグループの
全体会を開催しました。3年に 1度開かれるもの

で、13カ国 24のネットワークグループと、この

間交流のあったベ トナム、中国、カンボジアから

の参加者を加え、計 40数名が集い、女性労働者
の現状分析と今後の活動について話し合いました。

今
「
|の中心的なテーマは、「変化の状況を把握

し、その変化に対応できる活動日標を立てること」3

私たちの状況がどう変化し、私たち自身はどうエ

ンパワーされたか、そして何をどう変えたいのかc

当面、グローバルイヒと女性労働のインフォーマル

化が焦点です(4ページにlJl藤 さんの報告)。



<CAWの 25周年に想う>

受け継がれた歴史

塩 沢 美代子

1973年の春、わが家に舞い込んだ 1通の横文
字の手紙が、私の人生の後半をまったく変えるこ

とになつた,

英語の手紙など来るはずがないから、誤配だろ

うと思つて確かめると、たしかに私の名南i∫が記さ

れている。訪 りながら開対すると、アジアのキリ
ス ト教団体が、私を|ヨ際集会に招待するというこ

とだけが、辛うじてわかった。

事務所は早稲田だつたcそ こで、日本にあるの
なら日本人のスタッフがいるだろうと思つてダイ

ヤルしてみると、「ハロー」と言われ、“こりゃだめ

だ"と 受話器をおいてしまった。
後日、発信人であるアジアキリス ト教協議会の

呉在植主事がわかり、お会いした。そして「お招き

を受けましたが、私は英語がまつたくできません

ので、国際会議には残念ながら参加できません。」

とお断 りすると、思いがけない答えが返ってきた。
「今までキリス ト教の国際会議は、英語のでき

る人しか参加しませんでした。だからその国の民

衆の状況はまつたくわかりませんでした。どの国

でも民衆の情1で働いている人は、英語ができませ

ん。そこで今回は、英語のできない人に集まって

もらおうという集会なのです。」

私は日本のキリス ト者の中で、こういう発想を

する人に出会つたことがなかった。“この人はすご

い人だ"と いう思いとともに、私が参加資格者で
あることを知った。

*

ピープ'ルズ 。フォーラムと称したこの集会は、

シンガポールで開かれ、帰途、マレーシア、タイ、

香港、韓「Tlを訪れた。それぞれの場で通訳つきだ

つた。そこで私は、日本企業がアジアの安い労働

力を求めて大量に進出していること、日本のり|

治 。大正期の “女I哀史"がそのままアジアに展
開されていることをはじめて知って、大きなショ

ックを受けた。そして呉主事が私に、女子労働者

の人権を守る、国際連帯の運動を起こすことを、

期待していることがわかった。

各国で会 う女子労働者や活動家の雰囲気は、そ

れまで私が日本で接してきた仲間たちとそっくり

で、ことばの通じないのが不思議でならないとい

う感 じだったc

アジア各国に、国際オルグをやる適任者はいた
のだが、いずれも弾圧国家で、労働運動をやつて

きた者がバスポー トをもらえ、自由にアジアを歩

き廻れるのは、日本人か当時は英領だった香港人

だけだった。そして私の国内での経歴が、この役

にびったりと見られた。

問題は言葉の壁だった。さまざまないきさつを

経て、1976年に私は 51歳にして、この仕事をす
るに必要な英語を学ぶことにした。

香港で 3ヵ 月、 11本語の一切通じない場に身を

おいて、ひたすら英語研修に没頭した。

引き続き、韓国、フィリピン、インドネシアに

滞在した後、1977年 5月 にはじめて、アジアの
女子労働問題に関する集会を、マニラの修道院の
‐室でこつそり開催 したのである。

東アジアの仲間たちと塩沢さん(前男右)

昨年 4月 に、CAWの コーディネーターのメイ
ベルさんが来日し、25周年の記念行事を行うとい

う話を聞いて、数えてみたら、このマニラ会議か

ら 25年経っていた。そのとき私が、心から嬉し
く思つたのは、現役の若いスタッフが、活動の歴

史を振 り返つてくれたことだったc

そしてたいへん苦労して、その間に次々と活動

を担ってきた人たちに連絡を取り、招待してくれ

た。どうしても連絡の取れない人や、本人の都合
のつかない人もいたが、私の会いたかった多くの

人に会え、若かった彼女らが有能な中年となって、

各LFtlで活躍している様子を知ったのは、大きな喜

びだった。

私が関わっていた 8年くらいは、極秘で国際会
議を開くのに神経をすり減らした。今回は参加す

る国も倍増し、堂々と集会が持て、感慨無量だっ

た。メーベルさんをはじめ、この催 しを企画して

下さつた方々に感謝は尽きない。



<CJV全体会議に参加して>

アジアの女たちと緊レfつ て

おんな労働組合(関 西)伊 藤多恵子

11月 6日 から8日 、タイ。バンコックで開かれ

た CAWの 3年に 1度の全体会にはじめて参加し
た3おんな労組は 1990年に日本で開催された
Cノ獅「アジア女性労働者会議に参加 したことをき

つかけに、その後 CパWのネットワークグループ
に加わり、これまで総会や地域会議にもできるだ

け代表を送つてきた。昨年度は C鰤「の助成金を
基盤にビデオ 「法のはざまの女たち」を作成する

こともできた。また、この春には CARTの 事務局
長メイベルさんがはるばる訪ねて来て下さり、

CAVの存在がより身近なものとなつていた。
今回の会議も Cttrと のつながりを深める大切

なチャンスだから、との思いで和田弘子さんと2

人での参加を決意。ただ、不慣れな海外旅行にお

ばつかない英文での文書のやりとりなど、行くま

では大変だつたが、受け入れ体勢は細やかで、滞

在中は何の不安もないどころか、実に快適だつた。

それにしても、バンコックは予想以上に大都会

だつた。空港からの移動中に見えたビルの谷 1首1に

はさらに建設中のビルの群れ。ビルに掲げられた

広告塔もすべてアルファベット文字。 ‐見しただ
けでは大阪と何ら変わらない。また、どの通りに

もおびただしい車の列cその多くは日本車のよう
だ。車の波によ里もれて避々として進まないにの中

で、ふと、この国の山岳地帯で誘拐され売買春の

犠牲になっている少女たちのことや、母体感染に

よるエイズで苦しむ幼い子供たちのことが頭をよ

ぎる。これがアジアの国々の現実なのだと胸に重

いものが沈む。

でも、会議に集まったアジアの女たちの顔を見、

声を聞くと力が湧いてきた。初めて来たアジアの

他国で、 Fl分がまぎれもなくアジアの 一員だと強

く実感する。「フィリピン人かと思ったJと か「タ

イの人かと思つた」と言われたのも何だ力数喜しい。

2つのグループ討議
会議は大きく分けて Cttrの スタッフによる報
告や解説の部分と、グループ討議の時鰐!と 、全体

での報告とまとめ及び意見交換から構成された。

C」獅rからは、会議直前に回収したネットワーク

グループからの活動報告や情勢分析について解説

がなされ問題の共有化が図られた。各サブ地域 (東

アジア、知南アジア、南アジア)での情勢の違い
もあるが、共通な問題としてグローバル化と今年

の C鰤アの重要な取組み課題でもあるインフォー
マル化の進行が特筆された3

グループli・l議は 1 1J Hは 3つのサブ地域に分か

れて、各地域の問題とそれに対する各組織の取組

みについて話し合つた。 2日 日はフォーマルセク

ターとインフォーマルセクターに分かれ、かつユ

ニオンとユニオン以外のグループという4つのグ
ループに分かれて行われた。ここでは、グループ

毎に具体的な戦術を設定。その長所、短所、機会、

脅威などについて詳細に検討した。地域別討議の

後、韓国 KWミ滋 の代表から日本の公務臨職の
話を聞かせて欲しいとの要望があり、翌 ||の夕方

交流するというおまけも3そ して各グループでの

討議結果は全体の場で報告され、補足や質疑応答

も行われた。Cr椰「の総会は今後の 3年間に向け
て参力用者全員の意見に基づいた活動方針を立てる

ためのものであり、CパWの スタッフがそのため
の運営、進行、とりまとめなど懸命に努めている

ことがよくわかり感銘を受けた。

東アジアグループ会議、伊藤さん (右)と和田さん

全体として、グローバル化、インフォーマル化

の進行に伴つて各地域の|‖l題も ・層深刻かつ多様

化、複雑化していることを痛感 した。

その一方で、C_AIVの歴史の初期には会議に参

加することさえ難しかった国々があつたことを思

うと、ネットワークグループの堂々とした参加、

ベ トナム、カンボジア、中LJの初参加などよい意

味での変化 t)確かにあったと感じた。その C即
の設立に大きな貢献のあった塩沢美代子さんが

25周 年記念のスピーチをされたことも嬉しいこ

とだ。これからも CAIVが アジアの女たちの活動
の基地であり続け、また私たちの活動が何らかの

形で彼女たちと繋がっていけるよう願つている「



インド 廃品収集者組合の未来

誇りを持つて働けるように

シャバナ ディレルCim合専従)

KKPKPは、廃品「1収やくず拾いをしている人
たちの認可された組合で、1993年にプネとピンプ

リ市で結成されました。登録組合員は約 5000人
で、その 85%が 女性であり、'その身分はほとんど
がダリット (最 も低いカース トで被差別グループ

の 1つ)です。女性の多くは夫を亡くし、事実上
の家長ですcほ とんどの女性は賃金労働と家事と
の二重の責任を負つており、この重責を果たして

いくためには、強い体力が必要となります。

病気とけが、危険と隣 り合わせ

くず拾いの人々は都市部のごみ箱から、紙、プ

ラスチック、金属、ガラス、そのほかのリサイク

ルロ∫能な物を集めます.焼け付くように暑くても、

ひどい雨が降っていても、ごみ箱に登つて中に人

り、腐つたごみを手でほりおこして集めるのです。

くず拾いの人々は l Flの 生活費が得られるだけ

の廃 |デ :を見つけるまで、長時間街を歩き回つてご

み箱をつぎつぎと探します。その際に、ごみ箱の

まわりにいる野良大や牛や豚に噛まれることがよ

くあります。廃品の一部としてごみ箱に一緒に捨

てられたガラスの破片や金rな どによるけがや切り

傷や打撲傷も日常的に起きています。ごみ箱から

落ちたとか、飛ばしている車に眺ねられたとか、

ごみ箱を空にするために市中を巡回している市の

車にぶつけられたとかによつて、事故も度々起き

ています。くず拾いの人々によくある病気として

は、皮膚病、喘息、結核、他の呼吸器伝染病、長

距離運搬のための背骨の病気があります。

集められた廃 I:::は 、それぞれの重量によつて計

算された最低料金で、地域の小売仲買人に売られ

ます。大変な仕事の代償として手に入るのは、1

日わずか 50～ 80ル ピー(約 150円 ～240円 )。 決ま
った労働時間はありませんが、その日の生活費を

得るために 1日 8～ 10時間働き、有給の体 Hも休

暇もなく、休めばその日の稼ぎがなくなります。

くず拾いの人々は一般に周囲の人々から疑い

と嫌悪の日で見下され、窃盗犯や泥棒として訴え

られることがよくあります。警察官や正規雇用の

市職員からのいじめも受けています。

廃品収集者には 3つのタイプ
廃品収集者はくず拾い人と巡回回収人の 2種類
あります。回収人の間では、性別や取引されるも

のによってさらに2種類に分けられます。この3
つは地元では次のように呼ばれています。

くず拾い人 :ごみ箱を次々移動して代金を払わ

ず廃品を集める。

ダバ バ トリフリ (巡回回収人): ‐般に女性で、
資本金をいくらか持つていて、家庭や事務所など

から決まつた種類の汚れていない廃品を、少額の

お金で買い取ります。

バンガルフラ (巡回回収人):上記と同じで男
性が多いc

くず拾い人はほとんどが女性(約 92%)、 巡回回

収人は男性が 64%と いう傾向です (ILOと プネ市
の SNDT大学によつて行われた調査による)。

未来へ、私たちの展望

廃品収集者組合の目的は、プネ市とビンプリ市

内のすべての廃品収集者に、市当局によつて証りl

された身分証明書を持つという日標を知らせるこ

とと、彼らに権威ある社会的、経済的,法的地位
を得ようという気持ちを持たせることです。

同時に組合は、廃品収集人の状況を改善するた

めに、いくつかの建設的な計画に取組んでいます。

たとえば組合が独自に運営する信用組合です。こ

れによって女性たちは、貯金をし、低利で借金で

きるようになり、夕在 1600人が利用しています。

組合はまた、廃品の店を共同で経営し、利益のす
べてをその店で廃品を売つた組合員に分配します。

それによつて廃品の売買とその利益についての知

識が得られました。

今では、生命保険、無料健康診断、子供たちヘ

のノー ト配布のような便宜を、すべての組合員が

利用できるようになりました。

今後、この仕事をしているすべての人の登録が

重要です。それはなぜか ?

まず何よりも、この分野の労働者がしている仕

事への理解が得られることです。また、この分野

の労働者が直面している重要な問題について、広

い根拠とより良い展望が得られます3何らかの要
求のために、国や当局に何度も働きかけをするこ

とになるので、組織への信頼性が大きくなります。



もし、すべての労イ動者が登録されていれば、新し

い言|‐画や企画が実行し易くなります。

また、どんな組織の形を選ぶかは、運動に II:し

い展望を与える Lで重要なことです。労働組合は、

労働者の権利を至 Lの ものと認識 して、労働者の

権利のためにたたかいますc

私たちの組合では女性の数は男性よりもずつと

多いので、女性の冦1題についての議題が大きな言、1

論会でも受け人れられてきました。

男性は組合に入ることによつて断然有利にな

ります3女性の廃品収集人がなんとか切り抜けて
いる労働条件は、男性にはそれ程痛切でなくても、

周囲の理解を得るものになつています。市の身分

証明書には、背中に思い荷物を担いだ典型的な女

性のくず拾い人をあらわすロゴが付いているので

すが、それ′を人手することによって男性巡回回収

人は利益を得ています。逆にくず拾い人は、登録

の適用を受けるときには明確な使用者と取引され

るものが必要なので、組合に巡回回収人がいるこ

とによる利点があるのです。

社会的慣習や文化の面での改革も

労働組合は、労働者の団結を持続するために何

らかの活動と計画が必要です。結果が全然見えな

いのに長いたたかいをすることは、非常に不満の

たまるものです。労働者の関心を維持するには、

独自の建設的な活動とプログラムを行 うことによ

つて、組合員の生活をもつと楽しいものにするこ

とが役に立つかもしれませんc私たちの組合の大
きな目標は、廃品収集者のために法律的な保護を

獲得することです。しかしそれは、政治的意志と

適切な法解釈にかかつていることでもあり、長い

時間を必要とするでしょう。私たちはそのために

さまざまな形で運動を続けながら、 ‐方で、組合

ltの ために行つている貯金や信用組合や41命保険
のような活動も続けます3

同時に、社会的文化的権利でも差別をなくす必

要がありますこ労働組合は、組合員の直接の権利
のためだけでなく、私たちが生きている社会にた

くさんある抑圧的側面を変えるために、文化的な

改革も取り上げてきました。たとえば、偉大な改

革者で国民指導者のシリ。マハ トマ・フュールは、

1890年にすでに組合の議題に文化的な改革問題
を取り llげ ました,それはマハラシュ トラ州の床
屋の組合でした。かつて床屋では、未亡人の髪を

切るのを拒絶するのが当然なことでした。それは

カース トの高いヒンズー教の女性の習慣として行

なわれていたことでした。

私たちの細^合は今、児童の結婚を抑制すること

に取組んでいます。貧しい人々の間では、国の法

律で決められた結婚年齢以下で娘を結婚させるの

がごく普通の習慣となつています。組合はこの|‖i

題に断同とした態度をとり、場合によっては警察

に知1らせることもあります3

廃品収集者のために組合によつてイ11命保険事業

が運営されてから3年以上経ちますが、そのこと
で、このような社会保障を提供すべきという国の

役害1を損なうことは決してありません。要求が受

け入れられるように、私たちは絶えず国とたたか

つてきました。これによつて最近、市当局がすべ

ての登録された廃品収集者に健康保険の適用を与

えるという返事を引き出しました。

新たなる挑戦

民営化が増加している今、労働者の必要と要求

に応えるには独創的な選択肢を考え出す必要があ

ります。たとえば廃品1又集の分野でも、新しい1ヽ

間企業が清掃契約を奪つています。そこで私たち

自身が会ネ11と して登録して契約をとるか、イロFか他

の方法を考える必要があります。

廃品収集者の権利をどのようにして守るかとい

うことは、依然として解決すべき1問題です。 ・般
の人々にごみの分別を促 し、きれいな廃 l11が出る

ようになれば、廃 :マ 1を集めたい人が殺テ1するでし

ょう。そのとき、これまでの廃品収集者の権利を

守ることができるのか。私たちはまた、典型的な

労使関係を超えて、インフォーマル部門の仕事に

適用できる新しい法律を考える必要があると思っ

ています. (翻訳 :福原宇子)



タィ 属″ノラン″下着工場τ

相次α躍階 Jrフボル

ジーナ・フォーム・ブラ株式会社は香港人所有

の 下請け企業で、1985年にタイに設立された。G
APや ビクトリア、シリー ト、バナナ、マー ト、
ジェイコブなどのブラン ド名の贅沢な下着を生産

している。会社の経営は、2001年からタイのグル

ープに変わつた。新しい経営者は、1994年に結成

された労働組合をつぶすために、あらゆる方法で

組合の執行委員や組合員に対して嫌がらせを行つ

てきた。前の経営者も組合結成を妨害し、組合の

登録前に、最初の要求提出の中心となつたグルー

プのメンバーを解雇 した。

雇用条件や雇用契約の変更は、経営者が労働組

合や労働者攻撃に使 う主要な戦略である。

仕事取 り上げ、交渉拒否

会社は故意に、労使で合意していた雇用条件に

影響を及ぼし、それと矛盾する規員Jをつくつた。

会社は組合の執行委員の 一人を拘束して解雇し

た。さらに会社は約 300人の労働者と200人以上

の見習いを解雇した。また、執行委員たちを同じ

生産ラインにつかせ、何の仕事も与えなかつた。

2001年 8月 16口 、この年の要求を提出する前

に前組合委員長と会計が賭博の罪に問われ、経営

者は裁判所に彼女たちの解雇を認めることを要求

した。組合が労働者の要求を提出した時、経営者

は 5回も労働関係事務所から呼び出しを受けなが

ら、組合との交渉を拒否した。

9月 25日 、会社は雇用契約を更新し、賞与や精

勤手当、定期昇給、手当や保険を減額した。また

裁判が継続中であり、糸比合役員は解雇される予定

なので、組合が本当に労働者を代表しているかど

うか疑間であるとして、組合の要求を拒絶した。

交渉の間に、糸L合員も非組合員もデモには参加

するなと脅された。労働者の数以上の警備員が労

働者を監視した。組合執行委員は、特別に配線さ

れたテレビとビデオカメラで撮影され、活動家の

メンバーが記録された。低賃金で保障も低い下請

けの労働者が、仕事が与えられない正規の労働者

に代わって工場に導入された。そして投書や記者

会見で会社は、組合役員の不正やスキャンダルを

吹聴し、組合を攻撃した。

*

この膠着状態を解決するために、労働・福祉省

は労働関係委員会に労使関係法 (1975年 制定)24

条に従つて、この労使紛争を解決するよう命じた。

委員会は、2001年 H月 21日 に決定を ドしたが、
その命令は、解雇した労働者を復職させ、補償金

を支払えというものであつたc命令が出た後、経
営者は、雇用条件を悪化させることに同意する書

類にサインさせるために、組合のメンバーを 1人

ずつ、またはグループ毎に呼び出した。2001年 12

月、会社はまた、150人以上の組合執行委員や組

合員を解雇した3労働組合は 12月 27日 に、この

状況を国家人権委員会に訴えた。

組合役員の配転、いやがらせ

2002年 8月 14H、 15日 に、 6人の組合執行委

員が縫製部 Fりから品質検査部門に配転された。彼

女たちはこの仕事の訓練を受けておらず、経験も

なかつたcこ の部門は別の小さな建物の中にあり、

そこには組合員はほとんどいなかつた。経営者は

この部門の労働者から、組合執行委員は 6日 も体

み、生産や生産ラインのチームワークに影響が出

ているという訴えがあつたと il張 した。

この部門の仕事のや り方は、配転された労働者

にとつて初めてのものであった。これは糸R合執行

委員としての仕事にも影響した。縫製部門では生

産量の目標を達成したときには加給金があつたが、

配転後は賃金も下がり、手当も減つた。組合にと

つても、彼女たちが労使関係法 121条によつて、

無給ではあるが、組合執行委員に与えられる 60

日の体暇の権利を使 うことができないので、組合

の運営や活動にも影響した。また彼女たちは他の

組合員と連絡を取ることもできなかつた。

タイの労働者 女性労働者フェスティパルで

組合役員たちは、2002年 8月 22日 から27日 の

間仕事を停止するよう命じられたが、賃金は支払



うといわれた。しかしその間に経営者は、組合員

と非組合員の1両方に対し、白紙にサインをするよ

う強要した。経営者はそれに要求を書き込み、合

意された雇用条件であるかのように書類を整え、8

月 23口 、労働 。福れた省の社会福祉・労働保護部に

提出した。組合は後に労働人|11に宛て、その新し

い労働条件を受け付けないよう手紙を送つた。

9月 18日 、経営者は現在の労働組合委員長を含

む 5人の組合員に対し、仕事のペースを落としそ

れに同調しない同僚の労働者を脅したとして、そ

れぞれ別々の 5つの裁判として提訴した。
これは使用者が組合や労働者に対して圧力をか

ける方法の 1つである。

国家人権委員会の決定

2002年 9月 17日 、国家人権委員会の決定が出

された。労働者と労働組合に対する経営側のあら

ゆる行為が、人権侵害であり、労使関係法のいく

つかの条項に違反していると書かれている。それ

には組合前委it長 の逮捕と復職を妨害 したこと

(彼女は裁判に勝訴した)、 組合役員の仕事をする

権利を拒否したこと、以前の合意や労使委員会の

命令に従わない雇用条件にサインさせたこと、が

含まれているc

*

ジーナ労働組合は、タイ国内および海外の労働

組合や NGOに対して、キャンペーンヘの支援を
求めているc組合は以 ドのように訴えている3
1)ジーナ 。フォーム・ブラ株式会社は剰t合つぶ
しをやめること。また会社は、労働者に組合結

成の権利があることを認めること。

2)会社は雇用条件に関する契約を実行し、タイ
の法律が保障する団体交渉の権利を認めること。

労働者の間で契約内容の違いを生じさせている

個別契約を破棄すること。

3)会社は労働組合への干渉をやめること。会社
は組合員や組合執行部に,1:力 をかけ、冷遇する

ことをやめること。組合役員を元の職場に戻す

こと。また組合活動を認め、情報宣伝の自由を

与え、宣伝活動を認めること。(翻訳 :イニ田裕子)

(CAWニュースレター2002年 10月 号)

…本 0ほん 日本 口ほん・本 …

C AW25周年記念パンフレット
「 Moving Mountains
25 Years of Perseverarce」

タイ トルは、「山の動く卜1来る～n・lえ抜いた25
年」とでも訳したら良いのでしょうから明治の終わ

り、「占轄」の冒頭を飾った与謝野品子のことばは、

1960年代の L業開発以来、搾取と苦しみに耐え抜
いてきた、今日のアジアの女性労働者にもつとも

ふさわしいように思えます。

このバンフレットは、1970年代から 2000年ま

で、その時々にCAWの スタッフを務めた女性た
ちに焦点を当て、時代背景と運動の状況、そこに

生きた女性たちの歴史を記録したものです。その

トップバッターは塩沢美代子さん。当時、今のよ

うにCAWが 発展するとはまったく考えられなか
つたと塩沢さんは言います。

グローバル化の中で、新たなlAl難に直百iしては

いますが、国境を越えて連帯して行動することの

大切さと喜びを知った女性たちは、もはやただ耐

えているだけの存在ではありません。

平易な英文です。アジアの女性たちとの交流促

進のための英語カアップにも役立ちます。豊富な

写真も魅力.1300円 +送料 240円 ,事務局まで,

3・ 8国際女性デーでビデォ上映

雇j‖ と労働における女性差別をなくす運動に取

組んでいる「均等待遇アクション 2003」 は、2月

1日 、パー ト労40Jの均等待遇法市1化を求める緊急
アピールを発表し、賛同を求めてきました。2003

ノ、を「]標に取組みましたが、全国から、パー ト、

非常勤、派遣、正社11な ど働く女性、弁護 L、 研

究者、地方議員など、半月で 4000名 をはるかに超

える賛同が寄せられました。この熱い想いをアジ

アにも届けようと、「女たちの祭 り」の労働分科会

をCAWネ ット・ジャパンと共同で担当します。
*3月 8日 (日 )14:00～ 16:00
*東京ウィメンズプラザ *参加費 1200円
* ビデオ「アジア女性労働者フェスティバル」
* 報告 「韓国の非正規労働者との交流」
* 意見交換 「パー トの均等待遇法市1化を l」


